
生産手段のデジタル化の構造

半導体・ﾏｲｺﾝ
の性能向上
ｿﾌﾄｳｪｱの複雑
化・大規模化
⇒設計・製造の
ﾌﾟﾛｾｽを支配

デ ジ タ ル 化
技術Moduleの
・ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの形式知化
・結合公差の拡大

製品ｱｰｷﾃｸﾁｬｰの
Modular化

基幹部品間、工程間の
相互依存性の排除

設計と製造の
分離

技術蓄積のない新
興国企業がつくれる
世界へ

生産手段のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化
・三次元CAD/CAM
・工作機械のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

各Module単位のｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝの発生

独禁法の改正
国家共同研究
法の改正

国 際 標 準 化
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽと結
合公差のオー
プン化

参入障壁の撤
廃

誰でも参入できる世
界へ

特許の力を弱
める知財環境

取引ｺｽﾄが極めて低い
規模の経済をｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
な巨大市場へ拡大

新興国企業の参入

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ

新興国政府の
優遇政策

比較優位の国際分
業構造

低 価 格 化

市 場 拡 大

日本企業の収
益性の低下

日本企業のｼｪｱ
急落

撤 退

高品質化と低価格化の
同時進行

ﾌﾙｾｯﾄ垂直統合型の経
済合理性の喪失

熟練労働・技術
の価値の低下

EMSの興隆
中国の生産基地化
NIES/BRICs/ASEA
N経済の活性化

ﾓｼﾞｭﾗｰ化ｾｸﾞﾒﾝﾄの連鎖
としてのｵｰﾌﾟﾝSCの発
生

先進国の雇用
減少、失業率上
昇

経 済 停 滞
政 治 の 混 迷

ｱｼﾞｱで可能な
ものづくり水準
の向上

日本との格差縮小

国際分業
によるｺｽﾄ
低減機会
の出現

新興国の工業
化の加速
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